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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月9日(2017.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幹細胞の集団と共移植されたコラーゲングリコサミノグリカンスカフォールドからなる
、創傷治癒スカフォールドであって、前記幹細胞の集団が、
ａ）幹細胞の集団の少なくとも８０％がABCB5＋幹細胞である、



(2) JP 2016-520068 A5 2017.6.22

ｂ）組成物の細胞の５０％未満がABCB5（－）細胞である、
ｃ）集団が、５％未満のケラチノサイトおよび／または上皮細胞を含む、
ｄ）幹細胞が、ABCB5＋真皮間葉系幹細胞である、
ｅ）幹細胞の集団の少なくとも８５％が、ABCB5＋幹細胞である、
ｆ）幹細胞の集団の少なくとも９０％が、ABCB5＋幹細胞である、または
ｇ）幹細胞の集団がABCB5＋眼幹細胞であって、前記細胞集団が、非眼細胞を含まない、
ことを特徴とする、
前記スカフォールド。
【請求項２】
　請求項１に記載の創傷治癒スカフォールドであって、ABCB5＋幹細胞が、対象の組織か
ら単離され、ABCB5＋幹細胞が前記対象における他の細胞からABCB5に対して特異的な抗体
を用いて分離されたものである、前記創傷治癒スカフォールド。
【請求項３】
　スカフォールドが、架橋されたコラーゲンおよびグリコサミノグリカンの多孔質マトリ
ックスであり、且つコラーゲンがウシ腱コラーゲンである、請求項１または２に記載のス
カフォールド。
【請求項４】
　スカフォールドが、任意にポリシロキサン（シリコーン）である半透性層を含む、請求
項１～３のいずれか一項に記載のスカフォールド。
【請求項５】
　スカフォールドがメッシュスカフォールドである、請求項１～４のいずれか一項に記載
のスカフォールド。
【請求項６】
　スカフォールドが、約１０～５００マイクロメートル、５０～３５０マイクロメートル
または７０～２００マイクロメートルの孔サイズを有する、請求項１～５のいずれか一項
に記載のスカフォールド。
【請求項７】
　創傷治癒を増強するために有効な少なくとも１の生理活性分子をさらに含む、請求項１
～６のいずれか一項に記載のスカフォールド。
【請求項８】
　治癒を促進するために、創傷を、請求項１～７のいずれか一項に記載の創傷治癒スカフ
ォールドと接触させることを含む、創傷治癒を促進するための方法。
【請求項９】
　創傷が熱傷または糖尿病性潰瘍である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　スカフォールドと共に陰圧創傷治療を用いることをさらに含む、請求項８に記載の方法
。
【請求項１１】
　生物学的組織スカフォールドにABCB5＋幹細胞を播種すること、および組織が形成され
るような条件下においてスカフォールドを維持することを含む、組織工学の方法。
【請求項１２】
　生物学的組織スカフォールドが、同種移植片または自家移植片、異種組織あるいは脱細
胞組織である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　創傷治癒を促進する用途のための創傷治癒スカフォールドであって、創傷を創傷治癒ス
カフォールドと接触させ、スカフォールドがABCB5＋幹細胞の集団と共移植されたスカフ
ォールドを含み、且つABCB5＋幹細胞が眼から単離される、前記創傷治癒スカフォールド
。
【請求項１４】
　創傷が眼の創傷である、請求項１３に記載の用途のための創傷治癒スカフォールド。
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【請求項１５】
　細胞の集団が非眼細胞ではない、請求項１３に記載の用途のための創傷治癒スカフォー
ルド。


	header
	written-amendment

